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毎年10月に各地区で実施されている市民健康まつり（写真は南毛利地区）

9月定例会議

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
関
し
、一
般
質
問
・
委
員
会
で
論
議

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

工
事
請
負
契
約

　

可
決
し
た
工
事
請
負
契
約

の
締
結
議
案
は
２
件
で
す
。

【
議
案
第
63
号
】

◇
契
約
の
目
的
＝
（
仮
称
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
工

事◇
契
約
金
額
＝
２
億
５
１
９

４
万
２
４
０
０
円

◇
契
約
の
相
手
方
＝
常
濃
・

武
雄
特
別
共
同
企
業
体

【
議
案
第
64
号
】

◇
契
約
の
目
的
＝
（
仮
称
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備

（
空
調
・
衛
生
）
工
事

◇
契
約
の
金
額
＝
３
億
８
４

１
５
万
６
千
円

◇
契
約
の
相
手
方
＝
第
三
・

神
央
特
別
共
同
企
業
体

不
動
産
の
取
得

　

可
決
し
た
不
動
産
の
取
得

議
案
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◇
目
的
＝
都
市
計
画
道
路
厚

木
環
状
３
号
線
街
路
整
備
事

業
用
地

◇
取
得
す
る
土
地
＝
下
古
沢

字
松
葉
２
２
３
番
３
ほ
か
１

筆◇
地
積
＝
５
９
１
５
・
９
６

平
方
メ
ー
ト
ル

◇
取
得
金
額
＝
２
６
８
０
万

５
８
円

市
道
の
廃
止・認
定

　

可
決
し
た
市
道
路
線
の
廃

止・認
定
議
案
は
６
件
で
す
。

　

内
容
は
、
道
路
新
設
改
良

事
業
に
伴
い
、
長
谷
字
反
町

地
内
か
ら
愛
名
字
宮
地
地
内

ま
で
の
１
路
線
を
廃
止
し
、

　

９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
１
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の

会
議
期
間
35
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
教
育
長
の
任

命
や
平
成
26
年
度
一
般
会
計
な
ど
７
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
の
ほ
か
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
、
不
動
産
の
取
得
、
市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
、
一
般

会
計
補
正
予
算
の
21
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
、「
教
育
長
の

任
命
に
つ
い
て
」
を
除
い
た
20
議
案
は
質
疑
終
了
後
、
上

程
さ
れ
た
陳
情
と
と
も
に
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員
21

人
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
日
に
は
、「
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
」
に
対
す
る

質
疑
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
全
員
で
同
意
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
休
会
中
に
各
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
付
託
さ

れ
た
議
案
や
陳
情
に
対
し
、
慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
終
日
、各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、

６
会
派
な
ど
に
よ
る
討
論
の
後
、
採
決
の
結
果
、
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
全
議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
「
厚
木
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て
」
な
ど
議
案
２
件
が
追
加
提

出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

新
た
に
長
谷
字
反
町
地
内
か

ら
下
古
沢
字
宮
ケ
崎
地
内
ま

で
の
１
路
線
を
認
定
す
る
ほ

か
、
宅
地
分
譲
の
た
め
の
開

発
行
為
に
伴
い
、
飯
山
や
戸

室
三
丁
目
、
戸
室
四
丁
目
に

そ
れ
ぞ
れ
１
路
線
を
新
た
に

認
定
す
る
も
の
で
す
。

教
育
長
に

曽
田
髙
治
氏

　

平
井
広
教
育
長
の
任
期
満

了
に
伴
う
後
任
の
教
育
長
と

し
て
、
曽そ

田だ

髙た
か

治は
る

氏
（
海
老

名
市
）
を
選
任
し
た
い
と
の

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

賛
成
全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

曽田教育長

農
業
委
員
に

名
切
文
梨
氏

　

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
会

委
員
１
人
が
辞
職
し
た
こ
と

に
伴
い
、
後
任
委
員
と
し
て

名な

切き
り

文ふ
み

梨な

氏
（
戸
室
）
が
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。

◆一般質問� ２〜５面
◆広報広聴特別委員会� ３面
◆国に提出した意見書� ４面
◆委員会の審査� ６・７面
◆本会議の審議結果� ８面

す
る
条
例
」
は
、
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
第
９
条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本

市
に
お
け
る
個
人
番
号
の
利

用
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条

例
」
は
、
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
な
ど
の
施
行
に
伴

い
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

た
め
、「
厚
木
市
印
鑑
条
例
」

ほ
か
３
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

条
例
の
改
正

　

可
決
し
た
条
例
の
一
部
改

正
議
案
は
、
公
の
施
設
に
係

る
使
用
料
を
見
直
す
た
め
に

「
厚
木
市
都
市
公
園
条
例
」な

ど
を
改
正
す
る
１
件
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
受
益

者
負
担
見
直
し
に
関
す
る
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
公
の
施

設
に
係
る
使
用
料
の
一
層
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、「
厚
木

市
都
市
公
園
条
例
」
ほ
か
７

平
成
26
年
度
決
算

　

認
定
し
た
決
算
議
案
は
７

件
で
す
。

　

決
算
議
案
は
、
所
管
の
常

任
委
員
会
に
分
割
付
託
し
、

平
成
26
年
度
の
事
業
執
行
に

つ
い
て
、
質
疑
を
行
っ
た
ほ

か
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に

関
し
、
執
行
機
関
に
要
望
を

行
い
ま
し
た
（
各
常
任
委
員

会
か
ら
の
要
望
は
７
面
参
照
）。

条
例
の
制
定

　

可
決
し
た
条
例
の
制
定
議

案
は
、
２
件
で
す
。

　
「
厚
木
市
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
に
関

平
成
26
年
度
決
算
７
件
を
認
定

主な内容 ２
面
下
段
に
続
く
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　今定例会議では、21人の議員が３日間にわたり一般質問
を行い、市政全般の施策について市長などの考えをただし
ました。主な質問と答弁の要旨を紹介します（掲載は質問順）。

　

問　

感
電
死
の
事
件
後
、

本
市
で
の
検
証
結
果
は
。

　

答
　
環
境
農
政
部
長　

家

庭
用
電
源
か
ら
引
い
て
い
る

も
の
も
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
あ
つ

ぎ
か
ら
適
正
使
用
さ
れ
て
い

た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

問　

開
口
部
の
対
策
は
。

　

答
　
環
境
農
政
部
長　

構

造
物
で
閉
鎖
で
き
る
42
カ
所

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
閉

鎖
で
き
な
い
６
カ
所
に
バ
リ

ア
ト
ー
ン
を
設
置
し
た
。

●
土
砂
災
害

　
問　
急
傾
斜
地
の
対
策
は
。

　

答
　
市
長　

居
住
地
な
ど

が
危
険
区
域
で
あ
る
か
を
事

前
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
作
成
中
の
土
砂
災

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布

し
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

●
選
挙
の
投
票
率
向
上

　
問　
若
年
層
へ
の
対
応
は
。

　

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長　

20
歳
を
迎
え
る
方

に
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
の
送

付
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
た
め
、
さ
ら
な

る
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

●
給
食
費
の
収
納
率
低
下

　
問　
未
納
者
へ
の
対
策
は
。

　

答
　
教
育
長　

費
用
負
担

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納

付
能
力
が
あ
る
の
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
は
、
支

払
い
督
促
の
申
し
立
て
手
続

き
を
行
っ
て
い
く
。

音波で野生動物の侵入を防ぐ鳥獣駆除装置「バリアトーン」
　

問　

本
市
に
適
し
た
競
技

種
目
の
検
討
や
事
前
キ
ャ
ン

プ
誘
致
の
感
触
は
ど
う
か
。

　

答
　
市
制
60
周
年
・
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
担
当
部
長　

国
際
大

会
の
基
準
に
適
合
す
る
本
市

の
練
習
施
設
は
、
荻
野
運
動

公
園
競
技
場
で
の
陸
上
競
技

お
よ
び
ラ
グ
ビ
ー
、
ま
た

メ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
の
柔
道
で

あ
る
。
ま
た
、
追
加
提
案
候

補
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
決
定

し
た
場
合
、
本
市
に
な
じ
み

の
深
い
競
技
で
あ
る
た
め
誘

致
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

●
空
き
家
対
策

　

問　

空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
施

行
さ
れ
た
が
、
対
応
は
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

周
辺
の
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
す
特
定
空
き
家
な
ど
に

　

問　

現
状
と
対
策
は
。

　

答
　
市
長　

市
民
へ
の
周

知
を
行
い
、
個
人
番
号
の
独

自
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制

定
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

窓
口
の
設
置
、
シ
ス
テ
ム
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
な
ど

を
着
実
に
進
め
て
い
る
。
今

後
は
国
の
動
向
を
注
視
し
制

度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
る
。

　

問　

何
か
あ
っ
た
と
き
に

責
任
を
と
る
の
は
誰
か
。

　

答
　
経
営
戦
略
担
当
部
長

　

責
任
の
種
類
も
整
理
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、誰
の
責
任
と

答
え
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

●
市
立
病
院
の
経
営

　

問　

医
療
者
の
確
保
あ
る

い
は
市
立
病
院
で
技
術
を
学

び
、
定
着
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し

た
経
験
を
持
っ
て
大
き
く
羽

　

問　

介
護
保
険
制
度
の
改

定
に
伴
う
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
入
所
者
へ
の

補
足
給
付
の
見
直
し
内
容
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

本
人
お

よ
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
と
い
う
従
来
の
該
当
要

件
が
、
本
人
お
よ
び
世
帯
全

員
な
ら
び
に
別
世
帯
の
配
偶

者
が
住
民
税
非
課
税
で
あ

り
、
そ
の
上
、
預
貯
金
な
ど

が
単
身
者
で
１
千
万
円
以

下
、
夫
婦
で
２
千
万
円
以
下

の
方
が
対
象
と
な
る
。

　

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
者
の
支
払
額
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

要
介
護

４
で
20
万
円
程
度
と
思
っ
て

お
り
、
補
足
給
付
の
対
象
外

と
な
る
具
体
例
は
、
利
用
者

負
担
が
３
段
階
に
分
か
れ
、

例
え
ば
、
３
段
階
の
方
は
個

室
で
月
額
４
万
１
７
０
０
円
、

多
床
室
で
は
月
額
３
万
６
０

０
０
円
の
負
担
増
と
な
る
。

●
平
和
の
取
り
組
み

　

問　

戦
争
の
惨さ

ん

禍か

を
次
世

代
に
語
り
継
ぐ
方
策
は
。

　

答
　
市
長　

市
広
報
に
特

集
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
こ

と
で
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
る
。

　

答
　
福
祉
部
長　

取
り
組

み
を
掲
載
し
た
戦
争
と
平
和

を
考
え
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
、
希
望
者
や
小
中
学

校
に
配
布
し
て
い
き
た
い
。

ば
た
く
医
療
者
を
育
て
る
こ

と
も
含
め
、
ど
う
い
う
思
い

を
持
っ
て
経
営
し
て
い
る
か
。

　

答
　
病
院
事
業
管
理
者　

専
門
性
を
高
め
る
こ
と
を
当

然
持
ち
つ
つ
、
横
と
の
関
係

を
密
に
で
き
る
医
師
を
い
か

に
引
き
込
む
か
が
大
事
で
あ

る
と
思
う
。
ま
た
、
一
定
の

投
資
を
し
な
け
れ
ば
、
医
療

も
含
め
て
事
業
は
成
り
立
た

な
い
と
思
う
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
今
一
番
つ
ら
い
時

期
な
の
で
、
こ
の
２
、３
年
は

少
し
大
き
な
目
で
見
て
い
た

だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
。

つ
い
て
は
、
特
別
措
置
法
で

助
言
、
指
導
、
勧
告
、
命
令
、

行
政
代
執
行
が
で
き
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。

●
ご
み
中
間
処
理
施
設

　

問　

現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
環
境
施
設
担
当
部
長

　

厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組
合

が
平
成
32
年
の
施
設
稼
働
を

目
標
と
し
て
事
業
を
進
め
て

い
る
。
今
年
度
中
に
ご
み
中

間
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、

具
体
的
な
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
示
さ
れ
る
。

　

問　

個
人
情
報
保
護
の
面

で
心
配
が
あ
る
が
、
制
度
施

行
に
向
け
て
の
状
況
は
。

　

答
　
市
長　

着
実
に
施
行

す
る
た
め
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
な
ど
を
含
め
全
庁
的
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

問　

通
知
カ
ー
ド
が
届
か

な
い
人
が
発
生
す
る
が
、
そ

の
後
の
対
応
は
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

発

送
数
が
非
常
に
多
く
、
届
か

な
い
も
の
も
あ
る
と
理
解
し

て
お
り
、
来
年
１
月
に
は
臨

時
職
員
23
人
の
増
員
を
考
え

て
い
る
。
職
員
力
で
し
っ
か

り
カ
バ
ー
し
て
い
き
た
い
。

●
街
路
樹
の
維
持
管
理

　

問　

安
全
を
最
優
先
に
進

め
て
も
ら
い
た
い
が
、
樹
種

選
定
の
方
向
性
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

道
路
の

安
全
や
将
来
の
維
持
管
理
を

踏
ま
え
、
地
域
と
話
を
し
な

が
ら
選
定
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
交
差
点
や
歩
道
で

安
全
上
支
障
が
あ
る
も
の

は
、
今
年
度
か
ら
伐ば

つ

木ぼ
く

な
ど

で
間
引
く
形
を
計
画
し
た
い
。

●
保
育
所
運
営
の
基
準

　

問　

緩
和
が
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
は
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

国
よ
り
も
手
厚
い
独
自
の
基

準
を
維
持
し
、
保
育
の
質
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

一般質問 要旨

市政に関する

一般質問 要旨一般質問 要旨

市政に関する

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
準
備
の

現
状
と
今
後
の
対
策
は

無
会
派
　
奈
良
　
握 

議
員

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に

関
す
る
課
題
認
識
と
対
応
は

日
本
共
産
党
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

介
護
保
険
制
度
改
定
の

影
響
は日

本
共
産
党
　
釘
丸
　
久
子 

議
員

獣
害
防
護
柵
の

安
全
対
策
は
万
全
か

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
沼
田
　
幸
一 

議
員

１
面
か
ら
続
く

補
正
予
算

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、一
般
会
計
の
１
件
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
開

始
に
伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
な
ど
を
実
施
す
る

た
め
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
事
務
費
を
措
置
す
る
ほ

か
、
小
中
学
校
体
育
館
の
照

明
の
落
下
防
止
対
策
な
ど
の

経
費
と
し
て
、
小
学
校
・
中

学
校
維
持
補
修
費
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に

４
億
１
０
１
９
万
８
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
額

は
７
８
２
億
６
６
１
１
万
９

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

　

可
決
し
た
議
員
提
出
議
案

は
、規
則
の
一
部
改
正
お
よ
び

国
な
ど
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
２
件
で
す
。

　
「
厚
木
市
議
会
会
議
規
則
」

の
主
な
改
正
内
容
は
、
出
産

に
伴
う
会
議
の
欠
席
に
関
す

る
規
定
を
明
確
に
す
る
た

め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
「
義
務
教
育
に
係
る
国
に

よ
る
財
源
確
保
と
、
35
人
以

下
学
級
の
着
実
な
実
施
・
進

行
を
図
り
、
教
育
の
機
会
均

等
と
水
準
の
維
持
・
向
上
並

び
に
行
き
届
い
た
教
育
の
保

障
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
存
続
・
拡
充
な
ど
を
要
望

す
る
も
の
で
す
（
意
見
書
は

４
面
参
照
）。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
感
触
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
松
田
　
則
康 

議
員
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厚
木
市
議
会
は
、
常
に

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
に
厚
木
市
議

会
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
議
員
一
人
一
人

が
条
例
の
精
神
を
十
分
認

識
し
た
議
会
運
営
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

本
会
議
と
各
委
員
会

は
、
傍
聴
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
、
そ
し
て
市

議
会
だ
よ
り
な
ど
で
広
く

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
の
活
動
内
容
が
分

か
り
づ
ら
い
と
の
ご
意
見

も
あ
り
、
よ
り
市
民
に
身

近
な
議
会
と
な
る
よ
う
、

議
会
報
告
会
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
議
会
改
革
に
取

り
組
み
、
さ
ら
に
議
会
報

告
会
に
つ
い
て
も
、
市
民

と
議
員
と
の
意
見
交
換
が

活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
18
歳
か
ら
選
挙
権
が

認
め
ら
れ
、
今
後
は
高
校

や
大
学
に
出
向
く
こ
と
も

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
渡
辺
貞
雄
）

広
報
広
聴

　
特
別
委
員
会
か
ら

　

問　

区
画
整
理
の
予
定
が

あ
る
関
口
・
山
際
地
区
に
は

標
準
的
な
公
園
が
な
く
、
道

路
も
狭
い
。
こ
の
区
画
整
理

事
業
は
、
周
辺
の
土
地
利
用

も
含
め
て
考
え
て
ほ
し
い

が
、
い
か
が
か
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

周
辺
に
既
成
市
街
地
が

あ
る
た
め
、
総
体
を
見
た
中

で
ど
の
よ
う
な
都
市
計
画
施

設
が
必
要
か
な
ど
を
十
分
に

検
討
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

●
都
市
計
画
税
の
受
益
と
負
担

　

問　

都
市
計
画
税
の
使
途

に
は
課
題
が
多
い
と
考
え
て

い
る
。
都
市
計
画
税
の
受
益

と
負
担
の
関
係
は
。

　

答
　
市
長　

都
市
計
画
税

は
、
都
市
計
画
事
業
や
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
る
土
地

お
よ
び
家
屋
の
利
用
価
値
の

向
上
に
着
目
し
、
市
街
化
区

　

問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。

　

答
　
市
長　

高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
社
会
の
実
現

に
向
け
、
医
療
・
介
護
・
介

護
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支

援
が
一
体
的
に
提
供
で
き
る

よ
う
、
本
年
４
月
に
医
療
福

祉
検
討
会
議
を
設
置
し
、
在

宅
医
療
、
介
護
連
携
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。

●
権
利
擁
護

　

問　

現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

成
年
後
見
制

度
の
総
合
的
な
推
進
を
図

り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ

の
虐
待
に
よ
る
権
利
侵
害
を

解
消
す
る
た
め
、
社
会
福
祉

協
議
会
内
に
権
利
擁
護
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

　

問　

本
厚
木
駅
南
口
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

答
　
市
街
地
整
備
部
長　

今
年
度
、
再
開
発
組
合
設
立

の
認
可
申
請
を
し
、
平
成
28

年
度
の
認
可
後
、
権
利
変
換

の
計
画
認
可
を
進
め
る
。
そ

の
後
、
建
物
の
除
去
を
は
じ

め
と
す
る
工
事
に
着
手
す
る
。

　

問　

厚
木
南
地
区
の
下
水

道
事
業
の
予
定
箇
所
は
。

　

答
　
河
川
み
ど
り
部
長　

合
流
区
域
は
、
あ
さ
ひ
公
園

地
下
に
計
画
し
て
い
る
雨
水

貯
留
施
設
の
実
施
設
計
を
行

い
、
分
流
区
域
で
は
、
南
町

の
雨
水
管
整
備
工
事
と
実
施

設
計
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、

岡
田
地
区
は
、
相
模
川
右
岸

第
６
排
水
区
の
基
本
設
計
策

定
委
託
を
実
施
し
て
い
る
。

　

問　

あ
さ
ひ
公
園
の
雨
水

貯
留
施
設
の
工
事
期
間
お
よ

び
費
用
は
。

　

答
　
河
川
み
ど
り
部
長　

28
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
、

約
21
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。

●
本
厚
木
駅
周
辺
の
駐
車
場

　

問　

大
型
観
光
バ
ス
の
駐

車
場
に
文
化
会
館
な
ど
の
駐

車
場
を
利
用
で
き
な
い
か
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

企

業
の
経
営
戦
略
で
考
え
る
べ

き
で
あ
る
が
、
厚
木
市
観
光

協
会
と
事
業
者
の
要
望
な
ど

を
確
認
し
、支
援
を
考
え
る
。

今
後
は
認
知
症
高
齢
者
な
ど

の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
た

め
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
市
民

の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て

活
用
さ
れ
、
困
難
事
例
に
も

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
。

●
野
良
猫
対
策

　

問　

避
妊
・
去
勢
手
術
の

た
め
の
基
金
な
ど
を
創
設
し
、

地
域
と
し
て
見
守
っ
て
い
く

よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

答
　
環
境
農
政
部
長　

人

と
動
物
と
の
共
生
の
観
点
か

ら
、
ま
ず
は
他
市
の
状
況
を

調
査
し
て
い
き
た
い
。

域
内
の
土
地
お
よ
び
家
屋
に

対
し
課
税
し
て
い
る
。
今
後

予
定
さ
れ
て
い
る
都
市
計
画

事
業
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
活
用
す
る
。

　

問　

都
市
計
画
税
を
活
用

し
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

将
来
的
に
土
地
の
利
活

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
地
域

も
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
土
地
利
用
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

問　

３
歳
６
カ
月
児
健
診

後
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で

の
健
診
の
空
白
期
間
に
対
す

る
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

３

歳
６
カ
月
児
健
診
時
の
要
観

察
の
子
ど
も
に
、
必
要
に
応

じ
保
護
者
の
許
可
を
得
て
、

在
園
す
る
施
設
で
の
聞
き
取

り
や
、
専
門
職
を
入
れ
て
健

康
相
談
な
ど
を
行
い
、
健
診

の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
る
。

　

問　
５
・
６
歳
児
健
診
は

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

厚

木
市
児
童
発
達
支
援
在
り
方

検
討
委
員
会
か
ら
も
提
言
さ

れ
る
な
ど
、
５
歳
児
健
診
の

必
要
性
は
十
分
感
じ
て
い

る
。
そ
の
研
究
も
大
詰
め
の

段
階
に
あ
る
が
、
内
容
に
つ

い
て
、
も
う
し
ば
ら
く
研
究

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

答
　
市
民
協
働
推
進
部
長

　

全
て
の
小
中
学
校
に
市
民

憲
章
掲
示
板
を
設
置
し
、
普

及
啓
発
を
図
っ
て
い
る
が
、

下
敷
き
な
ど
を
活
用
し
た
啓

発
も「
あ
つ
ぎ
市
民
ふ
れ
あ
い

都
市
宣
言
」の
普
及
と
併
せ
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
周
知

啓
発
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

問　

七
沢
自
然
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
自
転
車
教
習
所

を
造
り
、
宿
泊
学
習
に
組
み

込
め
ば
、
全
て
の
子
ど
も
が

学
習
機
会
を
持
て
る
と
思
う

が
、
可
能
性
は
。

　

答
　
市
民
協
働
推
進
部
長

交
通
安
全
教
育
の
た
め
、
プ

レ
イ
ホ
ー
ル
や
ふ
れ
あ
い
広

場
な
ど
を
一
時
的
に
利
用
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

施

設
や
備
品
が
整
備
で
き
れ

ば
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に
組

み
込
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

問　

横
断
歩
道
が
消
え
た

り
見
え
づ
ら
い
場
所
の
整
備

に
つ
い
て
、
警
察
や
神
奈
川

県
に
ど
の
よ
う
な
働
き
掛
け

を
し
て
い
る
の
か
。

　

答
　
市
長　

路
面
標
示
は

県
内
全
体
に
い
え
る
こ
と

で
、
県
央
地
区
の
首
長
と
県

当
局
と
の
会
議
で
議
題
に

な
っ
た
。
引
き
続
き
強
く
要

請
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

●
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

　

問　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

に
な
り
得
る
逸
材
を
発
掘
す

る
観
点
で
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
社
会
教
育
部
長　

小

学
生
対
象
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
参
加
者
に
、
ど
の
競
技

が
向
い
て
い
る
か
助
言
で
き

て
い
な
い
の
が
課
題
で
あ
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
や
効

果
を
活
用
し
、
金
の
卵
の
発

掘
に
向
け
努
力
を
続
け
た
い
。

　

問　

環
境
政
策
を
担
う
部

署
に
は
許
認
可
権
が
な
く
、

調
整
に
限
界
が
あ
る
。
公
共

事
業
を
行
う
部
署
に
政
策
調

整
機
能
を
設
け
る
こ
と
が
望

ま
し
い
が
、
見
解
は
。

　

答
　
経
営
戦
略
担
当
部
長

　

公
共
事
業
を
進
め
る
に
当

た
り
、
生
態
系
へ
の
影
響
の

配
慮
や
希
少
動
植
物
の
保
全

な
ど
、
環
境
農
政
部
な
ど
の

関
連
部
署
と
連
携
し
、さ
ま
ざ

ま
な
側
面
か
ら
研
究
し
た
い
。

　

問　

環
境
に
配
慮
し
た
工

事
な
ど
を
行
っ
た
後
に
経
済

効
果
や
付
加
価
値
を
も
た
ら

し
た
事
例
は
あ
る
か
。

　

答
　
鳥
井
理
事　

兵
庫
県

豊
岡
市
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌

場
と
な
る
水
田
の
保
全
、
ま

た
愛
知
県
安
城
市
は
水
田
と

水
路
の
生
息
生
物
を
保
全
し

た
結
果
、
収
穫
さ
れ
た
米
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
経
済

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

●
厚
木
市
立
病
院
事
業
収
支

　

問　

費
用
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
医
療
に
精
通
し
病
院

長
に
物
を
申
せ
る
事
務
長
の

存
在
が
望
ま
し
い
。見
解
は
。

　

答
　
病
院
事
業
管
理
者　

質
問
は
経
営
の
根
本
的
な
部

分
と
受
け
止
め
る
。
現
在
の

医
療
材
料
費
の
高
騰
が
適
正

化
し
な
い
限
り
、
黒
字
化
は

難
し
い
が
、
医
師
の
み
な
ら

ず
職
員
の
知
恵
を
拝
借
し
、

適
正
な
運
営
に
当
た
り
た
い
。

関
口
・
山
際
地
区
の

区
画
整
理
事
業
の
考
え
方
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
井
上
　
敏
夫 

議
員

乳
幼
児
健
診
に
お
け
る

空
白
期
間
へ
の
取
り
組
み
は

民
主
党
　
望
月
　
真
実 

議
員

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
の
進
捗
状
況
は

無
会
派
　
山
本
　
智
子 

議
員

厚
木
南
地
区
整
備
の

取
り
組
み
状
況
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
井
上
　
武 

議
員

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

現
状
と
課
題
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
田
口
　
孝
男 

議
員

環
境
政
策
に
お
け
る

部
署
間
連
携
の
方
針
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
髙
田
　
浩 

議
員

●
厚
木
市
民
憲
章
の
普
及

　

問　

市
民
憲
章
を
小
学
生

の
こ
ろ
か
ら
目
に
す
る
機
会

を
増
や
す
た
め
、
下
敷
き
や

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
印
刷
し

配
布
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
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◆その他
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問通告一覧、子
どものページ、
議長交際費など。
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問　

学
校
敷
地
の
整
備
、

草
刈
り
、
排
水
溝
の
掃
除
、

樹
木
の
伐
採
な
ど
を
担
当
す

る
職
員
を
配
置
す
る
考
え
は
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

本

市
で
は
現
在
、
職
員
や
委
託

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
が
、

定
期
的
に
学
校
を
巡
回
す
る

校
務
支
援
員
を
派
遣
で
き
な

い
か
考
え
て
い
る
。

●
臨
時
職
員
の
休
暇
取
得

　

問　
一
人
職
の
臨
時
職
員

で
も
年
次
休
暇
の
取
得
制
度

を
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
、

職
場
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
な

い
か
。

　

答
　
総
務
部
長　
一
人
職

の
臨
時
職
員
に
限
ら
ず
、
全

職
員
が
仕
事
へ
の
や
り
が
い

や
充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
働

け
る
よ
う
、
職
場
全
体
で
協

力
し
合
い
、
休
暇
を
取
り
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。

●
高
齢
者
が
集
う
場
づ
く
り

　

問　

地
域
の
核
と
な
る
学

校
の
余
裕
教
室
を
活
用
し
、

定
期
的
に
高
齢
者
と
子
ど
も

た
ち
の
触
れ
合
い
の
場
を
設

け
る
こ
と
が
重
要
で
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

高
齢
者

や
障
が
い
者
、
子
ど
も
を
分

け
隔
て
る
こ
と
な
く
、
地
域

社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
は
、
本
市

の
目
指
す
地
域
包
括
ケ
ア
社

会
実
現
へ
向
け
て
の
礎
に
な

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

問　

第
７
回
線
引
き
見
直

し
で
、
都
市
計
画
の
目
標
は
。

　

答
　
市
長　

将
来
都
市
像

「
元
気
あ
ふ
れ
る
創
造
性
豊

か
な
協
働
・
交
流
都
市　

あ

つ
ぎ
」
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

問　

将
来
都
市
像
の
実
現

の
た
め
に
一
番
力
点
を
置
い

た
政
策
的
な
方
針
は
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

高
規
格
幹
線
道
路
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
産

業
系
土
地
利
用
の
推
進
、
本

厚
木
駅
周
辺
の
都
市
開
発
事

業
の
推
進
、（
仮
称
）
厚
木

北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
土
地
利
用
の
推
進
で
あ
る
。

●
有
害
鳥
獣
対
策

　

問　

捕
獲
・
駆
除
の
実
績

は
。
ま
た
、
捕
獲
報
奨
金
交

付
制
度
の
見
直
し
の
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

平
成
26
年
度

は
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
１
３
８
頭
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
１
２
７
頭
、
イ

ノ
シ
シ
44
頭
を
捕
獲
・
駆
除

し
た
。
制
度
の
見
直
し
に
つ

　

問　

子
ど
も
た
ち
に
安
全

な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、

全
て
の
小
学
校
で
単
独
調
理

場
の
整
備
を
目
指
し
て
も
ら

い
た
い
が
、
運
営
経
費
を
抑

え
る
た
め
、
近
く
の
小
学
校

同
士
が
一
つ
の
単
独
調
理
場

を
共
有
し
て
、
給
食
を
提
供

す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

調

理
場
が
あ
る
学
校
が
、
調
理

場
の
な
い
学
校
の
分
を
調
理

し
て
配
送
す
る
こ
と
は
、
工

場
建
設
の
用
地
基
準
が
適
用

さ
れ
る
た
め
難
し
い
部
分
が

あ
る
が
、
可
能
性
と
し
て
は

ゼ
ロ
で
は
な
い
た
め
、
研
究

し
た
い
。

●
租
税
教
室
の
取
り
組
み

　
問　
小
中
学
校
の
状
況
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

税
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く

　

問　

市
道
赤
坂
竹
ノ
内
線

整
備
の
進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
お
よ
び

整
備
時
期
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

平
成
26

年
度
か
ら
用
地
買
収
に
着
手

し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
橋

梁
下
部
工
工
事
に
着
手
し
、

29
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
。

●
交
通
渋
滞
対
策

　

問　

交
通
渋
滞
緩
和
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
厚
木
市

と
し
て
総
合
計
画
に
基
づ
い

た
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　

答
　
政
策
部
長　

ハ
ー
ド

的
に
は
道
路
整
備
を
実
施

し
、
ソ
フ
ト
的
に
は
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
に
モ
ビ

リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
を
図
る
と
い
う
項
目
を

立
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

　

問　

あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
の

歴
史
や
ル
ー
ツ
は
何
か
。

　

答
　
市
長　

大
正
初
期
の

川
開
き
で
行
っ
た
花
火
大
会

で
あ
り
、
昭
和
に
入
り
、
お

盆
に
祖
先
の
霊
を
慰
め
る
た

め
の
灯
籠
流
し
と
と
も
に
ア

ユ
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
兼

ね
て
花
火
大
会
を
行
っ
た
こ

と
が
ル
ー
ツ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

問　

ア
ユ
を
活
用
し
た
観

光
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
か
。
ま
た
、
三
田
地
区
の

ア
ユ
中
間
育
成
施
設
を
生
か

し
た
拠
点
づ
く
り
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

　

答
　
市
長　

漁
業
関
係
者

と
連
携
し
、
ア
ユ
を
活
用
し

た
観
光
振
興
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
ア
ユ
中
間
育
成
施
設

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
関
係

者
と
調
整
を
進
め
て
行
く
。

　

問　

子
ど
も
が
笑
い
、
年

を
重
ね
る
ご
と
に
幸
せ
を
感

じ
る
笑
子
幸
齢
と
い
う
社
会

の
構
築
の
た
め
に
本
市
の
進

む
べ
き
方
向
性
と
見
解
は
。

　

答
　
市
長　

団
塊
の
世
代

が
75
歳
と
な
る
２
０
２
５
年

を
見
据
え
、
子
ど
も
や
高
齢

者
な
ど
が
笑
顔
で
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
が
送
れ
る
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

●
若
者
支
援

　

問　

地
域
力
向
上
と
魅
力

創
造
を
考
え
、
こ
れ
か
ら
の

厚
木
市
の
担
い
手
で
あ
る
若

者
に
視
点
を
置
い
た
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
　
市
長　

地
域
で
の
活

動
を
通
じ
、
青
少
年
が
社
会

の
一
員
と
し
て
責
任
と
誇
り

を
自
覚
し
、
郷
土
を
愛
す
る

心
の
醸
成
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
る
。
今
後
も
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
愛
着

を
持
ち
、
地
域
活
動
に
参
加

し
や
す
い
仕
組
み
を
推
進

し
、
次
世
代
の
担
い
手
の
支

　

問　

３
歳
未
満
児
の
保
育

所
待
機
が
増
加
し
て
い
る
。

新
た
に
施
設
を
整
備
し
て
も
、

10
年
後
に
は
子
ど
も
の
数
が

減
る
。
こ
の
点
で
の
考
え
は
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

人
口
減
少
を
見
据
え
、
施
設

整
備
は
計
画
的
か
つ
慎
重
に

行
う
。

●
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　

問　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
細
か
い
説
明
を
す

る
た
め
に
、
保
育
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
誕
生
し
た
と
思
う

が
、
現
在
の
活
用
状
況
は
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

本
市
の
幼
稚
園
な
ど
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
提
供
し
、

待
機
児
童
対
策
を
進
め
た
い
。

●
大
規
模
開
発
に
伴
う
地
域
課
題

　

問　

全
共
連
跡
地
の
厚
木

ワ
ン
ダ
ー
ヒ
ル
ズ
に
は
住
民

自
治
の
た
め
の
集
会
施
設
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
、

あ
る
一
定
規
模
以
上
の
開
発

の
場
合
に
は
集
会
施
設
を
設

け
る
基
準
を
追
加
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
住
民
か
ら
集
会

施
設
の
整
備
を
事
業
者
に
要

望
す
る
と
き
の
市
の
対
応
は
。

　

答
　
許
認
可
担
当
部
長　

集
会
施
設
は
整
備
す
べ
き
公

共
公
益
施
設
の
た
め
、
事
業

計
画
段
階
で
の
条
例
と
し
て

は
な
じ
ま
な
い
と
判
断
す
る
。

ま
た
、
整
備
要
望
が
あ
れ
ば

開
発
業
者
と
調
整
を
進
め
る
。

　

問　

荻
野
運
動
公
園
の

メ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
に
は
冷
暖

房
設
備
が
な
い
の
で
早
く
整

備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
　
市
制
60
周
年
・
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
担
当
部
長　

ほ
と
ん

ど
の
室
内
競
技
の
国
際
基
準

に
お
い
て
、
空
調
設
備
の
整

備
が
必
須
で
あ
る
。
施
設
改

修
は
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致

に
と
ど
ま
ら
ず
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
財
産
と
し
て
引
き

継
が
れ
て
い
く
た
め
、
所
管

部
と
の
連
携
に
よ
り
計
画
的

な
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
児
童
の
体
力
向
上

　

問　

小
学
校
へ
の
外
部
指

導
者
の
活
用
、
特
に
運
動
部

系
の
大
学
生
な
ど
の
活
用
を

推
進
し
、
学
力・体
力
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
支
援
員
と
し
て
配

置
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

他

の
市
町
村
な
ど
の
取
り
組
み

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
前
向

き
に
研
究
し
た
い
。

●
市
庁
舎
の
整
備

　

問　

早
期
に
検
討
を
始
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
　
市
長　

今
後
10
年
以

内
に
建
て
替
え
の
具
体
的
な

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
財
源
確
保
な
ど
の
問

題
も
あ
る
た
め
、
庁
舎
建
設

等
基
金
の
在
り
方
な
ど
に
つ

い
て
は
早
い
時
期
か
ら
検
討

に
着
手
す
る
。

　

問　

老
朽
化
し
た
消
防
団

の
器
具
置
き
場
や
ホ
ー
ス
乾

燥
塔
の
建
て
替
え
の
計
画
は
。

　

答
　
消
防
長　

総
合
計
画

な
ど
に
も
位
置
付
け
、
耐
震

性
や
老
朽
化
な
ど
の
状
況
を

総
合
的
に
判
断
し
、
建
て
替

え
を
順
次
実
施
し
て
い
る
。

　

問　

消
防
団
装
備
品
の
充

実
の
取
り
組
み
と
厚
木
市
大

規
模
災
害
サ
ポ
ー
ト
隊
の
支

給
品
に
対
す
る
考
え
方
は
。

　

答
　
消
防
長　

消
防
団

は
、
防
火
衣
一
式
を
安
全
性

と
機
能
性
に
優
れ
た
仕
様
に

見
直
し
、救
命
胴
衣
、デ
ジ
タ

ル
簡
易
無
線
の
整
備
を
順
次

実
施
し
て
い
る
。サ
ポ
ー
ト
隊

に
は
隊
員
で
あ
る
こ
と
を
表

す
防
寒
衣
な
ど
９
品
を
貸
与

し
て
い
る
が
、作
業
服
の
支
給

に
つ
い
て
は
研
究
す
る
。

　

問　

大
規
模
災
害
時
に
消

防
本
部
や
消
防
団
が
到
着
で

き
な
い
際
や
、
消
防
車
両
の

進
入
困
難
な
場
所
に
お
い

て
、
自
主
防
災
隊
に
よ
る
初

期
消
火
の
支
援
策
と
し
て
、

消
火
器
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に

代
わ
る
強
力
な
放
水
機
材
を

　

問　

産
業
拠
点
と
し
て
森

の
里
東
地
区
が
稼
働
す
る
時

期
と
人
員
規
模
は
。

　

答
　
市
長　

平
成
29
年
に

一
部
企
業
が
稼
働
し
、
全
体

事
業
の
完
成
は
35
年
度
を
予

教
員
の
多
忙
化
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
新
井
　
啓
司 

議
員

厚
木
市
都
市
計
画
の

目
標
と
は
何
か

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
渡
辺  

貞
雄 

議
員

小
学
校
単
独
調
理
場
の

整
備
の
方
向
性
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
新
川
　
勉 

議
員

赤
坂
竹
ノ
内
線
の
整
備
の

進
捗
状
況
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
髙
橋  

豊 

議
員

鮎
の
ま
ち
を
前
面
に
出
し
た

観
光
戦
略
の
課
題
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
難
波
　
達
哉 

議
員

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は

公
明
党
　
遠
藤
　
浩
一 

議
員

３
歳
未
満
児
の
保
育
所

待
機
解
消
の
方
策
は

公
明
党
　
寺
岡  

ま
ゆ
み 

議
員

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

誘
致
へ
の
取
り
組
み
は

公
明
党
　
田
上
　
祥
子 

議
員

緊
急
時
・
災
害
時
の
取
り
組
み
と
し
て

消
防
団
な
ど
へ
の
支
援
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
瀧
口
　
慎
太
郎 

議
員

森
の
里
東
地
区
稼
働
時
の

ま
ち
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
髙
橋
　
知
己 

議
員

市内の全23小学校中、17校で整備されている学校給食単独調理場

た
、国
道
、県
道
に
関
わ
る
と

こ
ろ
も
多
い
た
め
、国
、神
奈

川
県
、
警
察
、
交
通
関
係
機

関
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
庁

内
で
も
全
庁
的
に
連
携
を
取

り
、
進
め
て
い
き
た
い
。

●
愛
甲
石
田
駅
南
口
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り

　
問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
街
地
整
備
部
長　

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
相
談
の

機
会
を
い
た
だ
き
、
検
討
、

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
隣
接
の
伊
勢
原
市
と

行
政
レ
ベ
ル
で
の
意
見
交
換

な
ど
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

市
役
所
本
庁
舎
１
階

フ
ロ
ア
に
い
け
す
を
設
置
し

て
、
ア
ユ
を
見
て
も
ら
う
空

間
づ
く
り
を
し
た
ら
ど
う
か
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

市

民
や
観
光
客
に
見
て
い
た
だ

く
良
い
方
法
と
思
う
が
、
庁

舎
管
理
の
問
題
が
あ
り
、
研

究
す
る
。

●
魅
力
あ
る
地
方
創
生

　

問　

厚
木
市
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
会
議

の
進
捗
状
況
は
。

　

答
　
市
長　

取
り
組
み
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
、
提
言
書

を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

援
に
努
め
る
。

●
18
歳
選
挙
権
実
施

　

問　

本
市
の
取
り
組
む
べ

き
施
策
と
啓
発
の
ア
イ
デ
ア

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
利
用
し
た
情
報
発
信
を
は

じ
め
、
小
中
学
生
の
国
会
見

学
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

会 派 略 称
（所属議員数）

みらい
（７人）

改　革
（６人）

公明党
（４人）

共産党
（２人）

市政ク
（２人）

民主ク
（２人）

市　民
（１人）

つばさ
（１人）

新政会
（１人）

ネット
（１人）

交　付　額 1,680,000 1,440,000 960,000 480,000 480,000 480,000 240,000 240,000 240,000 240,000

支　

出　

額

調 査 研 究 費 489,867 282,456 257,202 0 162,960 29,440 0 0 0 7,100

研 修 費 92,800 55,948 64,254 137,432 19,000 2,000 10,000 4,000 0 3,760

広 報 費      777,600 226,800 54,600 261,657 131,220 398,709 155,058 237,600 259,200 1,020

広 聴 費      0 54,854 121,018 35,216 0 19,192 0 29,249 0 7,800

要 請 陳 情 活 動 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資 料 作 成 費 129,508 61,652 117,971 0 36,604 0 24,956 10,719 0 7,948

資 料 購 入 費 212,584 143,625 48,014 50,212 34,529 0 39,629 44,582 0 15,987

人 件 費      0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費   0 11,842 86,093 0 0 0 0 0 0 40,000

合 　 　 計 1,702,359 837,177 749,152 484,517 384,313 449,341 229,643 326,150 259,200 83,615

残額（返戻額） 0 602,823 210,848 0 95,687 30,659 10,357 0 0 156,385

（
単
位
：
円
）

政 務 活 動 費 会 計 報 告 　

地
方
自
治
法
や
厚
木
市
議
会
政
務
活
動
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の

調
査
研
究
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

各
会
派
に
対
し
て
所
属
議
員
１
人
当
た
り
月

６
万
円
の
政
務
活
動
費
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

改
選
前
の
平
成
27
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で

の
間
に
お
け
る
各
会
派
の
支
出
状
況
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

※会派表記、正式名称、所属議員（　　は代表者）【交付時の議員数を掲載。４月に４カ月分を交付】
みらい…あつぎみらい：神子雅人、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、難波達哉、越智一久、沼田幸一、松田則康　改革…改革あつぎ：小島一郎、松本樹影、
松前進、髙田浩、太田洋、徳間和男　公明党…公明党厚木市議員団：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、田上祥子　共産党…日本共産党厚木市議員団：
釘丸久子、栗山香代子　市政ク…市政クラブ：石井恒雄、井上敏夫　民主ク…民主クラブ：名切文梨、古川環　市民…あつぎ市民の党：奈良握　
つばさ…つばさ：石井芳隆　新政会…新政会：井上武　ネット…神奈川ネットワーク運動：内川由喜子

一般質問一般質問
主な質問
と答弁

理
解
す
る
こ
と
を
目
的
に
税

務
署
な
ど
の
主
催
で
実
施
し

て
い
る
。本
市
に
お
い
て
は
、

全
て
の
小
学
校
と
中
学
校
４

校
で
実
施
し
て
い
る
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

問　

導
入
へ
の
課
題
は
。

　

答
　
政
策
部
長　

地
域
が

実
情
に
合
っ
た
運
行
の
仕
組

み
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
市
が

支
援
す
る
形
だ
が
、
支
援
に

当
た
っ
て
は
、
自
主
財
源
の

50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
利
用

者
負
担
で
確
保
す
る
こ
と
が

基
準
と
な
っ
て
い
る
。

い
て
は
、
捕
獲
作
業
の
内
容

を
十
分
調
査
し
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
。

　

問　

本
市
に
は
加
工
場
が

な
い
た
め
野
生
鳥
獣
肉
の
ジ

ビ
エ
料
理
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
加
工
場
が
あ

る
伊
勢
原
市
と
の
連
携
は
。

　

答
　
環
境
農
政
部
長　

ジ

ビ
エ
料
理
の
提
供
可
能
な
方

法
が
探
れ
な

い
か
伊
勢
原

市
と
調
整
し

て
い
き
た
い
。

導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

答
　
宮
台
副
市
長　

火
災

に
備
え
街
頭
消
火
器
を
設
置

し
て
い
る
が
、放
水
機
材
に
つ

い
て
も
非
常
に
有
効
で
あ
り
、

必
要
と
す
る
地
域
に
お
い
て

は
導
入
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

定
し
、
約
２
７
０
０
人
の
雇

用
を
想
定
し
て
い
る
。

　

問　

駅
か
ら
離
れ
て
お

り
、
通
勤
に
は
自
家
用
車
や

バ
ス
の
利
用
が
想
定
さ
れ
る

が
、
周
辺
道
路
の
整
備
計
画

お
よ
び
周
辺
の
渋
滞
予
測
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

厚
木
環

状
３
号
線
は
平
成
32
年
度

末
、
市
道
赤
坂
竹
ノ
内
線
は

29
年
度
末
、
東
名
厚
木
病
院

南
側
道
路
の
市
道
Ａ
︱

１
９

８
号
線
は
31
年
度
の
完
成
を

目
指
し
進
め
て
い
る
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
担

当
部
長　

ピ
ー
ク
時
の
車
両

を
約
２
千
台
と
想
定
し
た
場

合
、
渋
滞
発
生
の
目
安
と
な

る
交
差
点
需
要
率
は
０
・
６

以
下
で
、
実
施
区
域
周
辺
の

交
差
点
で
著
し
い
混
雑
は
引

き
起
こ
さ
な
い
と
考
え
る
。

　

問　

公
共
交
通
機
関
が
充

実
す
れ
ば
駅
ま
で
の
区
間
の

住
民
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
産
業
拠
点
が
地
域
に

と
っ
て
も
有
益
に
な
る
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

答
　
霜
島
副
市
長　

企
業

誘
致
で
雇
用
が
増
え
、
地
域

住
民
の
生
活
利
便
性
も
向
上

す
る
交
通
体
系
を
つ
く
る
た

め
、
検
討
を
進
め
た
い
。

可 決 し た

意見書
義務教育に係る国による財源確保と、35人以下学級の
着実な実施・進行を図り、教育の機会均等と水準の維
持・向上並びに行き届いた教育の保障を求める意見書
　義務教育費国庫負担制度は、現行義務教育制度の重要な根幹をなしており、義務教育諸
学校等に勤務する教員・学校事務職員・学校栄養職員の給与費等を国庫負担対象にするこ
とを定めてきた。この制度を縮小・廃止することは、地方財政を圧迫するとともに、全国
的な教育水準の確保・教育の機会均等の原理を阻害することになりかねない。
　また、授業時数や指導内容が増加する中で、障害のある子供や日本語指導を必要とする
子供への対応、いじめや不登校等、諸課題・諸問題の解決に向けて３５人以下学級の着実な
実施・進行は極めて重要な施策である。
　よって、国においては、次の事項について実現されるよう強く要望する。
１�　教育の機会均等、水準の維持・向上、無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制

度を存続・拡充させること。また、学校事務職員・学校栄養職員をその対象から外さな
いこと。さらに、義務教育教科書無償制度を継続すること。

２�　行き届いた教育を実現するために、学級編制標準の見直しや教職員の定数改善、３５人
以下学級の着実な実施・進行など、教育環境を整備するための予算を確保・拡充するこ
と。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
� 平成２７年１０月５日

提出先＝衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣�

　

市
民
生
活
に
重
要
な
こ
と
で

も
、
そ
れ
が
国
や
県
の
仕
事
で

あ
る
場
合
な
ど
、
市
の
力
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
市
議
会

で
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

基
づ
き
、
意
見
書
を
国
会
ま
た

は
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
、
議

会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
し
ま

す
。

　

９
月
定
例
会
議
で
可
決
し
た

意
見
書
は
次
の
１
件
で
す
。
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総
務
企
画

○
厚
木
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て
お
よ
び
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
等
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
【
所
管
条
例
】

　

問　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
、
市
民
あ
る
い
は
事
業
者

か
ら
の
声
は
。

　

答　

市
民
の
意
見
交
換
の

場
で
は
、
情
報
に
対
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
特
に
意

見
は
な
か
っ
た
。

　

問　

市
民
お
よ
び
法
人
向

け
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予

定
は
あ
る
か
。

　

答　

法
人
向
け
に
は
、
神

奈
川
県
な
ど
が
実
施
し
て
い

る
。
市
民
に
対
し
て
は
、
個

人
番
号
発
行
時
に
説
明
す
る
。

　

問　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
、

本
当
に
大
丈
夫
か
。

　

答　

個
人
情
報
を
管
理
す

委員会の

審 査
条例・補正予算など

―主な質疑と答弁―

　条例の制定や補正予算などの議案に
ついて、常任委員会での主な質疑と答
弁を紹介します。

る
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い

る
情
報
系
シ
ス
テ
ム
と
は
、

分
離
し
た
構
築
を
す
る
べ

く
、
国
の
指
導
の
も
と
万
全

を
期
し
て
い
る
。

○
公
の
施
設
に
係
る
使
用
料

を
見
直
す
た
め
の
厚
木
市
都

市
公
園
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
【
所

管
条
例
】

　

問　

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
消

費
税
が
非
課
税
で
あ
る
。
消

費
税
法
の
趣
旨
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
の
関
係
上
、
上
乗
せ

と
い
う
の
は
民
間
と
同
じ
に

な
る
が
、整
合
性
は
大
丈
夫
か
。

　

答　

使
用
料
基
礎
額
を
基

に
、
使
用
料
基
礎
額
に
満
た

な
い
も
の
は
消
費
税
を
転
嫁

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

使
用
料
基
礎
額
を
上
回
る
も

の
は
据
え
置
き
し
て
い
る
の

で
、
均
衡
は
と
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　

問　

今
回
は
、
か
な
り
大

掛
か
り
な
（
仮
称
）
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
の
移
動
が
あ

る
。
利
用
者
の
声
の
反
映
な

ど
、
き
ち
ん
と
行
え
た
か
。

　

答　

長
い
間
要
望
を
受
け

て
い
た
重
度
障
が
い
者
の
大

人
の
お
む
つ
替
え
が
で
き
る

サ
ニ
タ
リ
ー
ル
ー
ム
を
１
階

に
、
ま
た
、
健
診
に
来
る
方

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
２
階

に
授
乳
室
を
設
置
す
る
よ
う

に
し
た
。市

民
福
祉

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
等
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
【
所
管
条
例
】

　

問　

契
約
す
る
コ
ン
ビ
ニ

は
何
店
舗
あ
り
、
交
付
で
き

る
証
明
書
は
何
か
。

　

答　

契
約
先
の
コ
ン
ビ
ニ

は
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ

ン
ク
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
の
各
店
舗
を
想
定
し
て
い

る
。
市
内
に
は
１
０
６
店
舗

あ
り
、
全
国
で
は
、
４
万
を

超
え
る
店
舗
が
あ
る
。ま
た
、

交
付
で
き
る
証
明
書
は
、
住

民
票
の
写
し
お
よ
び
印
鑑
登

録
証
明
書
で
あ
り
、
特
殊
な

技
術
で
印
刷
さ
れ
る
。

　

問　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付

で
は
、
個
人
情
報
の
安
全
性

を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の

か
。

　

答　

証
明
書
の
発
行
は
、

自
動
交
付
機
の
操
作
の
み
で

行
わ
れ
る
。
証
明
書
の
取
り

忘
れ
防
止
機
能
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　

問　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
混

在
す
る
と
市
民
は
混
乱
す
る

の
で
は
な
い
か
。

　

答　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
は
、
有
効
期
限
ま
で
使
え

る
が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

取
得
す
る
場
合
に
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
返
却
す
る
。

そ
の
た
め
、
両
方
の
カ
ー
ド

を
所
持
す
る
こ
と
は
な
く
、

混
乱
は
な
い
。

○
平
成
27
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

郵
送
し
た
個
人
番
号

の
通
知
カ
ー
ド
が
戻
っ
て
き

た
場
合
の
対
応
は
。

　

答　

住
民
基
本
台
帳
の

デ
ー
タ
を
確
認
す
る
ほ
か
、

関
係
各
課
か
ら
情
報
を
集
め

る
。
場
合
に
よ
り
訪
問
す
る

な
ど
、
本
人
に
渡
す
努
力
を

す
る
。

　

問　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
は
、
ど
の
く
ら
い
交
付
さ

　各委員会は、所管する事項につい
て情報収集し、専門的知識を深め、
優れた施策を市政や市議会運営に反
映させるため、先進都市を訪問し調
査を行っています。
　このほど実施した所管事項調査お
よび行政視察は次のとおりです。

◆厚木市立病院特別委員会
　10月19・20日、病院の運営および
施設について（宮城県大崎市「大崎
市民病院」）
◆議会運営委員会
　10月27・28日、議会改革、議会基
本条例の検証について（長崎県諫早
市）

委員会の所管事項調査など

　市議会では、友好都市の中国揚州
市に訪問団を派遣し友好交流を図り
ました。主な内容は次のとおりです。

◆厚木市議会友好都市交流訪問団
　10月15日〜18日、青少年活動セン
ター視察、揚州大学視察、揚州職業
大学視察、人民代表大会常務委員会
との意見交換など。

友好都市の訪問

　９月定例会議終了後、厚木市立病院特別委員会が開かれ、
執行機関から、厚木市立病院の整備状況などについて説明
がありました。説明後の委員の主な質疑と執行機関の答弁
を紹介します。
問�　外構整備計画には来院者の駐車場として、平面駐車
場が82台、立体駐車場が176台とあるが、タクシーの待
機場所はどのようになっているのか。

答�　タクシーの待機場所については、立体駐車場の横に
臨時的な無料の駐車場を数台分配置しているので、そ
こを利用していただくことを考えている。このほか、
正面玄関前に車寄せを設け、数台が待機できるように
計画している。

問�　車椅子専用のスペースを平面駐車場に４台、立体駐
車場には３台設ける計画であるが、妊婦やけがをして
いる方などに対応する駐車スペースは考えているか。

答�　平面駐車場の車椅子専用スペースの前に６台分があ
り、こちらについては、優先的に利用していただける
ように誘導しようと考えている。

問�　地中埋設物に関し、神奈川県との調停不成立後、県
との調整会議を行ったようだが、県からは損害賠償な
どには応じられないという結果であり、県に責任を求
めることは大変困難な状況であると思う。他に残され
た道はあるのか。

答�　残された道は提訴をするか否かになると思う。その
点も踏まえ顧問弁護士と協議を進め、慎重な検討を行っ
ている。

病 院 特 別 委 員 会

れ
た
の
か
。
ま
た
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
は
、
ど
の
く
ら
い

の
交
付
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　

答　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
有
効
枚
数
は
、
８
月
31

日
現
在
で
１
万
２
６
４
２
枚

を
交
付
し
た
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
１
万

８
千
枚
を
予
定
し
て
い
る
。

環
境
教
育

○
公
の
施
設
に
係
る
使
用
料

を
見
直
す
た
め
の
厚
木
市
都

市
公
園
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
【
所

管
条
例
】

　

問　

今
回
の
改
定
で
、
ど

の
く
ら
い
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
る
か
。

　

答　

平
成
25
年
度
の
決
算

ベ
ー
ス
と
の
比
較
に
よ
る
試

算
で
は
、
年
間
約
５
５
５
万

円
の
増
額
と
な
る
。

○
平
成
27
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

小
中
学
校
の
体
育
館

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
節

電
効
果
と
落
下
防
止
対
策
の

内
容
は
。

　

答　

現
状
の
照
明
器
具
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
電
気
使
用
料
は
半
減
す

る
と
考
え
る
。
落
下
防
止
対

策
と
し
て
は
、
地
震
の
時
に

揺
れ
を
止
め
る
た
め
の
振
れ

止
め
や
ワ
イ
ヤ
を
照
明
器
具

に
設
置
す
る
。

　

問　

学
校
に
よ
っ
て
は
、

体
育
館
の
照
明
設
備
が
交
換

し
や
す
い
昇
降
式
に
な
っ
て

い
る
が
、そ
の
考
え
は
な
か
っ

た
の
か
。

　

答　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
っ
て

寿
命
が
５
倍
に
延
び
、
現
在

の
使
用
状
況
で
は
約
25
年
間

使
用
で
き
る
た
め
、
維
持
経

費
と
比
較
し
、
昇
降
設
備
を

付
け
な
い
計
画
と
し
て
い
る
。

都
市
経
済

○
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

問　

厚
木
環
状
３
号
線
の

整
備
に
つ
い
て
、
ま
だ
収
用

が
必
要
な
土
地
が
あ
る
と
思

う
が
、
い
つ
終
わ
る
の
か
。

　

答　

用
地
買
収
は
、
平
成

30
年
ま
で
に
完
了
し
た
い
。

　

問　

予
定
ど
お
り
進
め
ら

れ
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

　

答　

用
地
の
取
得
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
が
、下
古
沢
地

区
に
お
住
い
の
方
の
転
居
先

を
見
つ
け
、お
移
り
い
た
だ

く
条
件
整
備
を
進
め
る
こ
と

が
一
番
の
課
題
で
あ
り
、成
す

べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

○
平
成
27
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

道
路
維
持
補
修
事
業

費
は
、
当
初
予
算
に
組
み
込

め
な
か
っ
た
も
の
な
の
か
。

ま
た
、
平
成
25
・
26
年
に
比

べ
補
正
額
が
多
い
理
由
は
。

　

答　

今
回
補
正
す
る
７
路

線
は
、
昨
年
２
月
の
大
雪
に

伴
う
大
型
車
両
の
チ
ェ
ー
ン

装
着
に
よ
る
走
行
に
よ
り
、

路
面
が
削
ら
れ
耐
久
性
が
低

下
し
た
た
め
、
部
分
補
修
を

行
う
と
と
も
に
経
過
観
察
を

し
て
い
た
が
、
舗
装
の
損
傷

の
程
度
や
規
模
が
広
が
っ
て

き
た
こ
と
、
ま
た
、
沿
線
住

民
か
ら
振
動
や
騒
音
な
ど
の

相
談
を
多
く
い
た
だ
い
た
た

め
、
早
期
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

問　

計
画
的
な
補
修
を
ど

の
よ
う
な
形
で
行
っ
て
い
る

の
か
。

　

答　

道
路
維
持
管
理
先
行

計
画
を
策
定
し
、
１
３
６
路

線
を
注
視
し
て
計
画
を
立
て

て
い
る
。
日
々
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
自
治
会
か
ら
の
要
望
に

よ
り
随
時
見
直
し
を
行
い
、

優
先
順
位
を
検
討
し
て
計
画

的
に
路
線
工
事
を
実
施
し
て

い
る
。
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農
業
活
性
化
及
び
循
環
型
社

会
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め

の
事
業
を
展
開
さ
れ
た
い
。

２　

子
ど
も
が
抱
え
る
問
題

が
複
雑
化・多
様
化
す
る
中
、

不
登
校
問
題
の
さ
ら
な
る
解

消
な
ど
、
人
的
支
援
を
初
め

と
し
た
環
境
の
整
備
・
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
全
て

の
児
童
・
生
徒
が
等
し
く
教

育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
子

ど
も
の
貧
困
問
題
の
解
決
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

３　

環
境
、
農
政
及
び
教
育

関
係
の
施
設
及
び
設
備
の
整

備
や
補
修
は
、
迅
速
か
つ
適

正
に
対
応
さ
れ
た
い
。

都
市
経
済

１　

長
期
的
及
び
複
雑
多
岐

に
わ
た
る
事
業
に
対
応
す
る

た
め
の
人
材
確
保
・
育
成
を

図
り
、
一
貫
し
た
執
行
体
制

の
も
と
、
各
事
業
に
お
け
る

受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が

適
切
に
保
た
れ
る
よ
う
改
善

す
る
と
と
も
に
、
財
源
の
重

点
的
配
分
と
支
出
の
効
率
化

に
努
め
、
公
共
の
福
祉
の
更

な
る
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
い
。

２　

中
心
市
街
地
整
備
事
業

や
土
地
区
画
整
理
推
進
事
業

な
ど
の
執
行
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
の
要
望
や
財
源
に

考
慮
し
、
事
業
内
容
を
十
分

に
精
査
・
検
討
す
る
と
と
も

に
将
来
計
画
等
と
の
整
合
性

を
図
り
、
適
正
か
つ
公
平
な

事
業
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

３　

あ
つ
ぎ
企
業
ス
ク
ー
ル

な
ど
の
創
業
者
支
援
と
空
き

店
舗
対
策
の
連
携
を
図
り
、

本
市
か
ら
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

が
生
ま
れ
る
よ
う
行
政
と
し

て
支
援
さ
れ
た
い
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
決

算
書
お
よ
び
関
係
書
類
を
基

に
、
行
政
効
果
や
財
源
の
確

保
、
予
算
執
行
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
報
告

の
概
要

　

平
成
26
年
度
は
、「
あ
つ

ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」
第
１
期
基

本
計
画
お
よ
び
第
２
期
実
施

計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
総
合
計
画
の
５
つ

の
基
本
政
策
と
三
大
改
革
を

着
実
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、「
あ
つ
ぎ
の
元
気
情
熱

予
算
」
の
下
、
６
つ
の
重
点

項
目
を
中
心
に
積
極
的
に
事

業
の
実
施
に
取
り
組
ま
れ
た

こ
と
は
評
価
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

歳
入
面
で
は
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
市
税
収
入
全
体

で
２
・
４
％
の
増
と
な
り
、

今
後
は
景
気
の
回
復
が
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
法
人
市
民

税
の
一
部
国
有
化
な
ど
の
動

向
に
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。
歳
出
面
で
は
、
高
齢
化

の
急
速
な
進
展
に
伴
う
社
会

保
障
費
の
増
大
や
、
公
共
施

設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
経

費
な
ど
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
財
政
需
要
が
見
込
ま

れ
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続

く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
に

つ
い
て
も
新
た
な
市
民
ニ
ー

ズ
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、

事
業
の
重
要
性
や
優
先
度
、

有
効
性
を
十
分
に
検
証
し
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
的
確
な
施
策
展
開
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で

あ
る
（
各
委
員
長
報
告
の
要

旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
）。

要
望
事
項

　

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

の
結
果
、
最
終
日
に
各
常
任

委
員
長
か
ら
、
次
の
と
お
り

要
望
事
項
が
報
告
さ
れ
、
今

年
度
お
よ
び
来
年
度
以
降
の

行
財
政
運
営
に
反
映
さ
せ
、

対
応
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
し
た
。

総
務
企
画

１　

大
規
模
災
害
に
備
え
、

更
な
る
防
災
事
業
の
強
化
と

公
共
施
設
の
整
備
に
努
め
ら

れ
た
い
。

２　

職
員
の
健
康
管
理
に
お

い
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が

起
因
す
る
場
合
に
は
、
更
な

る
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
と
な
ら
な
い
よ
う
取
り

組
ま
れ
た
い
。

３　

費
用
対
効
果
の
検
証
、

保
守
点
検
業
務
委
託
内
容
を

精
査
す
る
ほ
か
、
国
・
県
へ

の
要
望
な
ど
に
留
意
し
な
が

ら
、
翌
年
度
の
事
業
に
反
映

さ
れ
た
い
。

市
民
福
祉

１　

超
高
齢
社
会
が
進
み
、

社
会
保
障
に
関
す
る
経
費
が

増
大
し
て
い
る
が
、子
育
て・

教
育
環
境
日
本
一
、
健
康
長

寿
・
医
療
・
福
祉
を
推
進
す

る
に
当
た
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
費

用
対
効
果
に
と
ら
わ
れ
ず
、

専
門
職
の
育
成
と
人
材
確
保

に
努
め
ら
れ
た
い
。

２　

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
財
源
確
保
を
優

先
に
取
り
組
む
と
と
も
に
市

民
協
働
の
観
点
か
ら
補
助
金

等
の
適
切
な
交
付
と
そ
の
活

動
の
評
価
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

３　

事
業
の
効
果
・
効
率
を

常
に
検
証
し
、
適
正
な
事
業

運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

環
境
教
育

１　

利
便
性
と
環
境
保
全
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
生
物
多

様
性
地
域
戦
略
推
進
事
業
に

つ
い
て
慎
重
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、生
活
環
境
の
向
上
、

歳入総額
772億1,712万9千円

民生費
290億4,403万4千円 

（38.9％）

総務費
84億3,618万7千円

（11.3％）

衛生費
68億194万円
（9.1％）

土木費
84億8,917万8千円
（11.4％）

教育費
77億4,669万8千円

（10.4％）
国庫支出金

１０６億９，３８５万９千円
（13.8％）

地方消費税交付金
３０億９，２１３万９千円
（4.0％）

市債
４３億１，９５０万円
（5.6％）

繰越金
１８億４，６４３万４千円（2.4％） その他

２２億７，９７２万９千円（3.0％）

使用料及び手数料
１２億１，６８１万２千円（1.6％）

県支出金
４２億４４９万２千円
（5.4％）

分担金及び負担金
５億８，８２７万円（0.8％） 労働費

2億7,021万9千円（0.3％）

議会費
4億5,366万6千円（0.6％）

消防費
26億2,869万9千円
（3.5％）

農林水産業費
7億4,515万6千円（1.0％）

公債費
64億4,899万1千円 
（8.6％）

商工費
36億4,609万1千円
（4.9％）

市税
４３６億８，８９６万３千円　
（５６．６％）

歳出総額
747億1,085万9千円

諸収入
５２億８，６９３万１千円
（6.8％）

平成26年度決算の内容
■一般会計決算

歳入内訳 歳出内訳（目的別）

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
病
院
事
業
会
計
決
算

は
、
定
例
会
議
初
日
に
各
常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
さ
れ
、
所
管
科
目
に
つ
い
て
、
慎

重
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
全
会
計
と
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
各
委
員
長
報
告
の
要
旨
や
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
た
要
望
事
項
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

平
成
26
年
度
　
決
算
の
認
定

市民１人当たりに使われた金額

３３２, ４１９円
※一般会計歳出総額74,710,858,975円を平成27年
４月１日現在の人口224,749人で割ったもの

　企業会計のため、一事業年度の経営活動に伴い発生する
「収益的収支」と、将来の経営活動に備えて行う施設整備
などに伴い発生する「資本的収支」に分かれています。

【主な使い道（目的別）の内訳】
◆民生費･･･ １２９, ２２９円
　（社会福祉費、児童福祉費、生活保護費など）
◆土木費･･･ ３７, ７７２円
　（都市計画費、道路橋りょう費、土木管理費など）
◆総務費･･･ ３７, ５３６円
　（総務管理費、企画文化費、徴税費など）
◆教育費･･･ ３４, ４６８円
　（小・中学校費、社会教育費、教育総務費など）
◆衛生費･･･ ３０, ２６５円（清掃費、保健衛生費）
◆公債費･･･ ２８, ６９４円（借入金返済）
◆商工費･･･ １６, ２２３円（商工費）
◆その他･･･ １８, ２３２円

○　病院事業会計決算� （単位：円）

◆収益的収支� 平成26年度純損失1,770,268,239円

（　）内は、消費税および地方消費税抜きの金額

収入総額� 8,681,582,315　
� （8,672,428,340）

支出総額� 10,443,213,082　
� （10,269,118,449）

医業収益�  7,358,606,756　 医業費用� 8,426,272,231　
医業外収益�  540,288,569　 医業外費用�  124,956,208　
特別利益� 782,686,990　 特別損失� 1,891,984,643　

◆資本的収支
収入総額� 7,919,471,668　 支出総額� 8,697,584,903　
負担金� 127,929,000　 建設改良費�  8,003,301,758　
企業債� 7,374,100,000　 企業債償還金� 255,855,793　
寄附金� 785,000　 投資� 438,427,352　
基金繰入金� 196,970,955　
基金譲受金� 206,515,713　
補助金� 13,171,000　

■会計別決算 （単位：円）

※�収入総額と支出総額の差額は、消費税および地方消費税資本
的収支調整額、損益勘定留保資金で補

ほ て ん
填し、なお不足する額

は運転資金で補填しました。

会 計 名 予 算 現 額 収 入 済 額 支 出 済 額 収支差引額 翌年度繰越�
財 源 額

翌年度繰越又は�
繰 上 充 用 額

一　般　会　計 77,838,545,754 77,217,129,238 74,710,858,975 2,506,270,263 91,878,435 2,414,391,828

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

公共用地取得事業 381,151,000 381,149,624 381,149,624 0 0 0

後期高齢者医療事業 1,961,845,000 2,031,500,447 1,949,013,266 82,487,181 0 82,487,181

国民健康保険事業 25,477,332,000 25,396,908,882 25,062,171,613 334,737,269 0 334,737,269

介 護 保 険 事 業 10,474,311,000 10,393,941,748 10,165,237,658 228,704,090 0 228,704,090

公共下水道事業 5,884,673,000 5,756,951,583 5,571,459,213 185,492,370 15,030,000 170,462,370

小 計 44,179,312,000 43,960,452,284 43,129,031,374 831,420,910 15,030,000 816,390,910

合　　　　　計 122,017,857,754 121,177,581,522 117,839,890,349 3,337,691,173 106,908,435 3,230,782,738

《参考》平成25年度一般会計決算額　歳入総額76,338,592,468円、歳出総額74,492,158,156円
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本会議の審議結果

第 ６ 回 会 議 （ ９ 月 定 例 会 議 ） 提 出 案 件
各会派等の賛否

○…賛成、●…反対、▲…退席
議決結果み

ら
い

新

政

公
明
党

共
産
党

改　

革

民
主
党

無
会
派
Ａ

無
会
派
Ｂ

議 案 第 52 号 教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 案 第 53 号 平成26年度厚木市一般会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 54 号 平成26年度厚木市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 55 号 平成26年度厚木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 56 号 平成26年度厚木市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 57 号 平成26年度厚木市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 58 号 平成26年度厚木市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 59 号 平成26年度厚木市病院事業会計決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 60 号 厚木市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用に関する条例について ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 可決

議 案 第 61 号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の施行に伴う関係条例の
整理等に関する条例について ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 可決

議 案 第 62 号 公の施設に係る使用料を見直すための厚木市都市公園条例等の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 可決

議案第 63・64 号 工事請負契約の締結について（２件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 65 号 不動産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 66 号 市道路線の廃止及び認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 67～71 号 市道路線の認定について（５件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 72 号 平成27年度厚木市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 可決

陳  情 第  6 号 マイナンバー制度実施の中止または延期を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ 不採択

陳  情 第  7 号 義務教育に係る国による財源確保と、35人以下学級の着実な実施・進行を図り、教育の機会均等と水
準の維持・向上並びに行き届いた教育の保障を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳  情 第  8 号 「平和安全法制整備法」「国際平和支援法」案の廃案を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ● ● ○ ○● ○ ○ ○ 不採択

陳  情 第 10 号 新ごみ中間処理施設を金田地区に建設することに反対する陳情 ● ●▲ ● ● ● ● ● ● 不採択

議員提出議案第 7 号 厚木市議会会議規則の一部を改正する規則について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案第 8 号 義務教育に係る国による財源確保と、35人以下学級の着実な実施・進行を図り、教育の機会均等と水
準の維持・向上並びに行き届いた教育の保障を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

◎「陳情第９号　神奈川県最低賃金改定等に関する意見書を国に提出することを求める陳情」は、陳情者から取り下げの申し出があり、10月５日に承認されました。
◎平成27年９月９日および10月５日議決時の会派構成など　 ※議長…越智一久（議長は採決に加わりません）、副議長…名切文梨
※会派等表記、正式名称、議員数、所属議員（＿＿は代表者）
みらい…あつぎみらい（９）：神子雅人、髙橋豊、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、松本樹影、難波達哉、越智一久、沼田幸一、松田則康　新政…新政あつぎ（６）：石井芳隆、髙橋知己、田口孝男、新川勉、
新井啓司、井上敏夫（陳情第10号退席）　公明党…公明党（５）：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、山﨑由枝、田上祥子　共産党…日本共産党厚木市議員団（２）：釘丸久子、栗山香代子
改革…改革あつぎ（２）：髙田浩（陳情第８号賛成）、井上武　民主党…民主党（２）：望月真実、名切文梨　無会派Ａ…無会派（１）：奈良握　無会派Ｂ…無会派（１）：山本智子

第７回会議（12月定例会議）開催予定日
●本会議
　11月30日（月）……………………………………………… 議案等質疑
　12月４日（金）・７日（月）・８日（火）……………………… 一般質問
　12月22日（火）……………………………… 委員長報告・討論・採決
●常任委員会
　総務企画…12月10日（木）　　　   市民福祉…12月11日（金）
　環境教育…12月14日（月）　　　   都市経済…12月15日（火）
◆特別委員会
　厚木市立病院特別委員会…12月22日（火）（本会議など終了後）
　広報広聴特別委員会………12月22日（火）（本会議など終了後）
※会議は、原則として午前９時に開きます。傍聴は、本庁舎５階ロビーで受け付けます。

※�申し込みは不要です。当日、直接会場へお越しください。
※�駐車場が少ない施設がありますので、なるべく公共交通機関を利
用し、来場ください。

【日時・会場】
11月21日（土）
❶14時〜15時30分　荻野公民館 集会室
　　　担当：総務企画・環境教育常任委員会

❷19時〜20時30分　森の里公民館 集会室
　　　担当：市民福祉・都市経済常任委員会

【内容】
◆ 平成26年度決算（９月定例会議）の審議概要報告
◆ 意見交換　など

第7回 議会報告会
議会と市民の意見交換会を開催

　市議会では、インターネットによる本会議・常任委員会･特別委員会の生中継と
録画中継を実施しています。「生中継」は、会議の模様をそのまま中継。「録画中継」
は、日程や議員名などから検索できます。ご覧になるには、ホームページアドレス
（１面下）を入力、または　 厚木市議会 検 索


